
製品における環境負荷低減

■物流における環境負荷低減対策「空気充填材の使用」

　従来、ポリウレタン製発泡体や生



■製品の環境問題改善対策組織

東京エレクトロングループで製造、販売する半導体やＬＣＤの製造装置の環境問題改善に関して共

通する問題は、担当役員を委員長とする「ワールドワイド装置ＥＨＳ委員会」で審議、決定を行ないま

す。

各装置に関する環境問題は、「ＢＵ装置ＥＨＳ委員会」で関係する設計・製造部門、営業部門、サー

ビス部門により改善活動を推進しています。

担 当 役 員 主要製品毎の組織

環境問題テーマの取り組み項目

WW装置EHS委員会

事務局
環境安全推進センター

WW：World Wide

BU ：Business Unit

BU装置EHS委員会

技術・営業・サービス

■製品に関する放出および消費の削減目標

　製品が地球環境に与える環境影響負荷を削減するため、各種ガスの放出削減、及び電力使用量

　の削減などを以下の表の様に1997年の200mm半導体製造装置を基準として2002年の200mm　装

置及び300mm装置の目標設定を行ない製品開発に取り組んでおります。

�HAPs�：Hazardous Air Pollutants　（危険大気汚染物質）�

�VOCs�：Volatile Organic Compounds　（揮発性有機化合物）

�PFCs�：Per-Fluoro Compounds　（過弗化化合物）

Product EHS Roadmap

ウエハサイズ 1997年基準
200mm

2002年目標
200mm

2002年目標
300mm

HAPs �放出 1 0.4 0.5

VOCs �放出 1 0.4 0.5

PFCs �放出 1 0.4 0.5

電力消費 1 0.8 1

水消費 1 0.8 1

ガス消費 1 0.8 1

※300�の拡散、LP-CVD装置の目標値に関しては、基準データの1.5倍の設定とする。
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■2001年度の製品環境負荷低減に関する行動計画

　以下の表は、東京エレクトロングループが、「Product EHS Roadmap」に基づく環境配慮型の製　

品づくりを実践する為の2001年度行動計画です。

これまでの調達基準

グリーン調達の基準

■グリーン調達実施への準備

　グリーン調達とは、従来の資材調達評価基準の「品質・コスト・納期」に加えて「環境配慮」がされ

　た部品を調達していく事です。

　東京エレクトロングループは「グリーン調達ガイドライン」を2001年1月に制定し、全

　国内お取引先様に配布し、約200社のお取引先様に対して、東北、相模、山梨、

　九州の各地でグリーン調達の説明会を開催して協力をお願いしました。

　第1段階としてお取引先様の環境活動への取り組み状況を調査・評価するベンダー調査、第2段

　階として調達部品の環境配慮について調査・評価する部品調査を行います。

項　　　目 2001年度　行動計画

地球温暖化防止

オゾン層破壊防止

大気汚染防止、
酸性雨対策

電力消費削減
Product EHS Roadmapの2002年目標を達成する。
2001年度に十分な電力消費削減を達成する。

PFCs排出削減
Product EHS Roadmapの2002年目標を達成する。
2001年度に十分なPFCs削減を達成する。

VOCs排出削減
Product EHS Roadmapの2002年目標を達成する。
2001年度に十分なVOCs削減を達成する。

HAPs排出削減
Product EHS Roadmapの2002年目標を達成する。
2001年度に十分なHAPs削減を達成する。

装置・部品の
長寿命化

各プロダクトにて、装置・部品の長寿命化の目標を設定し、
実施開始。

オゾン層破壊物質
使用規制

HCFC系物質使用の廃止促進

枯渇資源の
消費削減

グリーン調達

鉛使用の規制

グリーン調達の製品への適用の基盤を確立する。

鉛はんだ代替化に関する情報共有化、購入品の鉛使用状況把握

LCA導入 各プロダクト主要製品について、地球温暖化防止のLCAを実施。

購入品対応

ＬＣＡの実施

Recycle/Reuse促進
（分別解体、材質表示、
  廃棄）

各プロダクトにて目標設定し、実施開始。
解体、廃棄手順に関する作業手順、マニュアルへの反映について
検討。

品　質 コスト 納　期＋ ＋

＋ ＋ ＋品　質 コスト 納　期 環境配慮
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「グリーン調達ガイドライン」
パンフレット

LCA：Life Cycle Assessment





■製品への省エネルギー対策例

　東京エレクトロングループでは製品の環境影響低減のために既存製品、新規製品開発時に環境

　影響低減の検討を実施しています。既存製品、新規製品への実施例をご紹介致します。
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UW300Z

１）新規製品の例

洗浄装置では、新規製品ＵＷ３００Ｚ（３００㎜φ）開発において従来機ＵＷ８０００（２００㎜φ）と

比較し、ウエハ単位面積当たり、超純水：約６０％低減、排気：約５０％低減、電力：約４０％低減

の省エネルギーを達成しました。

２）従来製品の例

エッチング装置では、従来機ＵＮＩＴＹVer.Ⅱ（２００㎜φ）にて、ドライポンプについて省エネル

ギー型の採用、シーケンスの変更およびチラーの冷凍機回路の変更により、電力：約３０％低

減の省エネルギーを達成しました。

UNITY Ver.II


